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双葉通信【第 221 回】（廃炉への道№19）“電気は東京へ 放射能は福島に”    

                               20240901 上 ⽥   勉 
運転 60 年超の原発、世界で実例なし 設計時の耐⽤年数は 40 年 配管破れ、腐⾷で

⽳...トラブル続発 
「8 ⽇の経済産業省の有識者会議で議論を終えた原発活⽤の⾏動指針案は、運転期間の制限
は維持した上で「最⻑ 60 年」との現⾏規定を超える運転を可能にし、将来的な上限撤廃も
視野に⼊れる。しかし、原発が 60 年を超えて運転した実例は、世界中に⼀つもない。国内
では設備劣化によるトラブルが相次ぎ、原⼦⼒規制委員会も「未到の領域」の規制に⼿間取
っている。（増井のぞみ） 
 国際原⼦⼒機関（IAEA）によると、既に廃炉になった原発を含め、世界最⻑の運転期間
はインドのタラプール原発 1、2 号機の 53 年 1 カ⽉間。同原発から約 1 カ⽉遅れで運転を
始めた⽶国のナインマイルポイント 1 号機とスイスのベツナウ 1 号機が続く。4 基とも現役
だ。⽶国も⽇本と同じく運転期間を 40 年と規定するが、規制当局の審査をクリアすれば 20
年間の延⻑が可能で、延⻑回数に制限はない。80 年運転を認められた原発も 6 基ある。英
国とフランスは運転期間に上限はなく、10 年ごとの審査が義務付けられている。ただ、多
くの原発は設計時、耐⽤年数を 40 年間と想定して造られた。⽼朽化が進むと維持管理コス
トも⾼くなり、事業者が⻑期運転よりも廃炉を選択するケースが多いとみられる。 
 国内では 40 年に満たない原発でも、劣化によるトラブルが起きている。 
 運転年数 37年の関⻄電⼒⾼浜 3、4 号機（福井県）は 2018 年以降、原⼦炉につながる蒸
気発⽣器内に⻑年の運転で鉄さびの薄⽚がたまり、配管に当たって傷つけるトラブルが相
次ぐ。定期点検で 6 回も確認され、蒸気発⽣器を洗浄しても再発した。 
 さらに深刻なのは、点検漏れだ。原発の部品数は約 1000万点に上るとされ、⾒落としの
リスクはつきまとう。04 年には、運転年数が 30 年に満たない美浜 3 号機で、点検リストか
ら漏れて⼀度も確かめられなかった配管が経年劣化で薄くなって破れ、熱⽔と蒸気が噴出
して 5⼈が死亡、6⼈が重傷を負った。 
 東京電⼒柏崎刈⽻原発（新潟県）では、福島第⼀原発事故後まもなく停⽌した 7号機ター
ビン建屋の配管が 11 年間点検されず、腐⾷で⽳が開いたことが今年 10 ⽉に判明した。 
 井野博満・東京⼤名誉教授（⾦属材料学）は「劣化状況を調べる超⾳波検査は、配管の陰
では測定が難しい。⻑期運転で劣化が進むと、点検漏れした時のリスクが増し、重⼤な事故
につながる」と警鐘を鳴らす。運転延⻑の可否を安全性の側⾯から審査する規制委は、60 年
超の原発をどのように規制するのかについて、具体策の検討を始められないでいる。 
 ⼤きなハードルとなっているのは、原⼦炉が実際にどう劣化していくのか、データが不⾜
していることだ。運転延⻑の審査で先⾏している⽶国とは、劣化具合のとらえ⽅が異なると
いう。⼭中伸介委員⻑は記者会⾒で「（60 年超は）未知の領域。⽇本独⾃のルールをつくる
必要がある」と、検討の難しさを認める。規制が不透明なまま、60 年超を可能にする仕組
みだけが先⾏していく。井野⽒は強調する。「⽇本は地震が多く、⼈⼝密度も⾼い。外国と
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は状況が違う。原発の運転は設計⽬安の 40 年を守るべきだ」」（「東京新聞」2022 年 12 ⽉ 9
⽇ 06 時 00分 

 
運転開始から 53 年がたったベズナウ原発＝2012 年、スイス北部で 
 

 

⾼浜原発 4 号機の蒸気発⽣器内の配管（右下）に刺さった鉄さびの薄⽚（中央の三⾓形）＝ 
福井県で（関⻄電⼒提供） 
 

      
 


